
問 1 

 

図-1に示すように，単純ばりの中央 Cのたわみδcを求め，曲げモーメントによるたわみδM

とせん断力によるたわみδQとの比δM /δQを求めよ． 

ただし，E=2.1×107N/cm2，G=8.1×106N/cm2，κ=2.5とする．  

 

 

図－1 

 

まず，断面積 A,  断面二次モーメント Iを求める． 
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次に，実際の荷重が作用する曲げモーメントとせん断力と反力を求める． 

反力は以下の通りになる． 
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CB間について 
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モーメント図・せん断力図は以下の通り． 

 

 
 

 

次に，点 Cの変位δcを求めるために，点 Cに下図のように仮想荷重をかける． 
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ここで，AC間の力のつり合いを考える． 
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同様に，CB間の力のつり合いを考える． 
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仮想仕事の原理より，変位は下式により与えられる． 
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今回の問題においては，軸力が 0である．まず曲げモーメントによるたわみδMを求める． 
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同様に，せん断力によるたわみδQを求める． 
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曲げモーメントによるたわみδMとせん断力によるたわみδQとの比δM /δQを求める． 
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単純ばりの中央 Cのたわみδcは 
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